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はじめに

世界のグローバル化は急激に進み、ビジネスでも
プライベートでも、実際の場面で使える確かな英語
力が必要とされている。しかし、自分は一生英語に
関わることはないから英語を勉強する必要はないと
考える人もいるかもしれない。確かに、日本がグロー
バル化しようが、インターネットで世界中の人々と
の意見交換が瞬時に行われようが、全く関係ない世
界にいる大人もいることだろう。しかし、これから
社会に出て活躍することが期待されている若者は違
う。中学生、高校生が成長していく過程で、自分の
活躍の場をどう拡げていくかは、個人の問題に留ま
らず、日本の国全体にとっても重大な問題ではない
だろうか。
英語が世界共通語となっていることは間違いのな
い事実で、世界とのコミュニケーションのためには
英語が必要だ。英語と限らず好きな言語を学べば良
い、という考えも最もではあるが、中学生や高校生
の時代に、将来自分にとってどの言語が必要になる
かが見えている人はどの位いるだろう。それならひ
とまず英語を勉強しておくことが得策だ。また、英
語を勉強するよりも国語や日本の歴史・文化をしっ
かり学ぶことが先決だという意見もある。国語や歴
史の勉強をする時間がないほど英語を勉強している
若者はどれほどいるのか。より実践的な英語力を身
につけるためにはどうすれば良いかを考えることで
初めて、日本人としてのアイデンティティの重要性

が認識されるようになった。どちらが先かではなく、
両方の力を並行して高めていくことが必要なのでは
ないだろうか。
こうしたことを前提として、本稿ではグローバル

化を視野に入れた小・中・高を通しての英語教育に
ついての私見を述べてみたい。

生涯教育の基礎として

小学校では平成23年度から新学習指導要領が全
面実施され、第5・6学年で年間35単位時間の「外国
語活動」が必修化された。また、平成32年度には「外
国語活動」として現在5年生から実施している英語
活動を3年生に前倒し、5, 6年生は教科に格上げし
て検定教科書を使用し、成績評価も導入して、週3

回程度指導することが発表されている。中学校では
平成24年度から、高等学校では平成25年度の入学
生から現在の学習指導要領に移行となった。小学校
5年の「外国語活動」に始まって、中学校、高等学
校と一貫して新学習指導要領に基づいた外国語（英
語）指導を受けた生徒が高等学校を卒業するのは、
東京オリンピックの1年前、平成31年3月となる。
下表には、学習指導要領に示されている外国語（英

語）の目標を一覧にした。比較のために相違してい
る部分には下線を施した。
どの目標も「言語や文化の理解」を通して「積極

的にコミュニケーションを図る態度」を育て「コ
ミュニケーション能力の育成」を行うことをその柱
としている。コミュニケーション能力とは、単にこ

とばのやり取りだけを指すものではない。Canale & 

Swain（1980）によれば、以下の1～ 4のすべてがコ
ミュニケーション能力の要素として含まれている。

小学校、中学校、高校学校で学ぶ英語は、大学生、
社会人となって、それぞれの目的に応じて英語と関
わる時に、その基礎力を保証できるものであってほ
しい。学習指導要領によれば、高校までで3,000の
語彙といわゆる学校文法を身につけ、社会言語能力、
談話能力、方略能力も含めたコミュニケーション能
力を育成することで、その後の英語との関わりの地
固めを行なうことになる。そのためには、学習指導
要領に示された文法の知識とその運用力は最低限必
要だ。もちろん、日常生活で常に英語が使用される
ことのない日本では、このためにかなりの時間が必
要だが、だからと言って、コミュニケーションを教
えるか文法を教えるかという議論は全く成り立たな
い。文法能力はコミュニケーション能力を構成する
重要な要素のひとつであるからだ。
「人間にとって必要なのは、異文化、異人種との
壁を超えて理解しあえる人類愛とその基礎のコミュ
ニケーション力、それを可能にする道具としての英
語コミュニケーション力である」、とは元国際教養
大学理事長の故中嶋峰雄氏の言葉だ。日本語を母語
としない人々も日本で仕事をし、生活している。国
際共通語である英語を介して異なる文化的背景を持
つ人と交流しながら、共にこれからの世界を創造し
ていく力は、一部のリーダーにだけではなく、より
一般的に求められるようになっている。こうした時
代に活躍する若者たちの生涯の英語との関わりの基
礎として、小・中・高の英語教育には大きな期待が
かけられている。

英語のコミュニケーション能力を培うために

それならば、英語のコミュニケーション力を養う
ために有効な方法には何があるだろう。それは、具

体的な学習行動に結びつく学習動機を生徒自身が持
つことができるような、「成功体験」であると考え
ている。
最近は簡単に翻訳ができるインターネットのサイ

トが増えている。なぜ機械が瞬時に翻訳できるのか
というと、学習辞典の何百倍ものデータがそこに取
り込まれているからで、必要な情報はすぐに取り出
せるようになっているからだ。人がことばを使う場
合は、伝えたい内容を表す言語データが必要となる。
だから、英語力を高めるためには、伝える中身と英
語のインプットを溜め込んでおかなければならな
い。英語は、私たちの日常生活の中にかなりたくさ
ん入り込んでいて、例えば、ほとんどのカレンダー
には、英語表記もある。それなのに、テストでは
Januaryの綴りが正確に書けない。コンピューター
ならばすべてのインプットが情報として取り込まれ
るが、人の場合は、ある情報を取り入れるか、取り
入れないかの選択は、英語を学ぼうとする動機があ
るかどうかに任されているからだ。予備校の英語授
業風景をYouTubeで見て驚いた。英語活動などは全
くない。大学受験に照準を合わせた受講者たちは、
その授業から多くを学び満足している。反転授業、
アクティブ・ラーニング、e-ラーニングと、あの手、
この手で生徒たちの学習動機を高める苦労はいらな
い。ところが授業では、生徒たちにどのようにして
英語学習への動機付けをするかの工夫が必要だ。
今回の学習指導要領（高等学校）で特に強調された

ことが二つある。まずは、英語で授業を行うことを
基本とする点で、次の改訂では小学校で教科として
の英語が始まることを踏まえて、中学校でも英語で
授業を行うこととなるであろう。ことばの学習には
気が遠くなるほどの長い時間がかかる。中学校、高
等学校の6年間をかけても、おおよそ1000時間程
度しかない英語の授業だけでは到底足りるはずがな
い。小学校から徐々に英語を使うことに慣れていく
過程を経ても、授業時に初出事項の全てを英語で指
導し、生徒が高い動機を保つためには、教師側から
の仕掛けが必要だ。例えば、文法訳読式の授業を、
英語を通して行うことは難しく、授業活動の形態は
自然に変わっていく。英語のコミュニケーションを
通して指導や活動ができる授業を行うためには、こ
れまで授業中に行っていた語彙学習、和訳、文法解
説など、生徒の個人差によって必要な時間が違う学
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グローバル化と英語教育

小学校 中学校 高等学校
外国語を通じて、言語や文化について
体験的に理解を深め、積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育
成を図り、外国語の音声や基本的な表
現に慣れ親しませながら、コミュニケー
ション能力の素地を養う。

外国語を通じて、言語や文化に対する
理解を深め、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の育成を図り、
聞くこと、話すこと、読むこと、書く
ことなどのコミュニケーション能力の
基礎を養う。

外国語を通じて、言語や文化に対する
理解を深め、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の育成を図り、
情報や考えなどを的確に理解したり適
切に伝えたりするコミュニケーション
能力を養う。

外国語科の目標

1. 文法能力
文法的に正しい文を
用いる能力

コミュニケーション
能力

3. 談話能力
文の羅列ではなく意味の
ある談話を創り出す能力

4. 方略能力
コミュニケーション達成
のための対処能力

2. 社会言語能力
社会的な状況に応じて
適切に表現する能力
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習活動は、授業外で自主的に積み重ねてもらう必要
がある。こうした準備があってこそ、総合的なコミュ
ニケーション活動を十分に行う時間を授業中に確保
することが可能となる。自主的学習を促すような動
機付けがこれまで以上に重要となる。
二つ目は4技能の統合である。聞いたものを書く、

読んだものを話すなど、いくつかのスキルを組み合
わせて用いる活動の展開である。例えば、日本語以
外を母語とする地域に住む外国人に英語でインタ
ビューを行い、紹介記事を壁新聞にし、後に学校に
招待して、自国の文化などについて英語で話しても
らうなど、日常の生活の場で英語によるコミュニ
ケーションが必要となる場面を考慮して、社会との
接点を持つ活動が考えられる。
英語による授業でも、統合的なコミュニケーショ
ン活動でも、生徒の学習動機を高めるために有効な
のは、「成功体験」であると思う。つまり自己効力
感を持たせることが鍵となる。試験勉強を頑張った
らテストで良い点が取れた、という場合の自己効力
感は、自分の努力がそのまま点数に表れるのでわか
りやすい。しかし、英語で行う授業やコミュニケー
ション活動で成功体験を得るためには相手が必要と
なり、一人ではできない。架空ではない相手とのや
り取りのあるコミュニケーションで、英語が通じた
という成功体験が是非欲しい。もちろん、失敗の無
い成功や、逆に、失敗ばかりでは学ぶ意欲は減退す
る。「成功体験」は即効性がある特効薬にはならな
いかもしれないが、生徒が積極的に英語を使うこと
を通してコミュニケーションができたという成功体
験は、自己効力感を高める。またチャレンジしてみ
ようと思う「やる気」を引き出すというプラスの循
環を作りたいものだ。

これからの英語学習の目的と目標

日本の英語教育は今や世界の潮流から外れたガラ
パゴス的なものになってしまっていると評されるこ
ともある。英語の学習や指導に自信を無くしてし
まっているのではないだろうか。それはこれまで、
英語を学ぶことが生徒それぞれの将来にどう役立つ
のかが明確でなく、社会と結びついた目的が見つか
らなかったからだ。未だに多くの中学生や高校生が、
受験のためだけに英語を勉強している。だから、合
格すればそれで英語の学習は終わってしまう。しか

しこれからは、日本のグローバル化を推進する力と
なるコミュニケーション力を身につけることに目的
を置くべきだ。ちなみに韓国では、国力の成長に寄
与できる言語的基礎を身につけることを、中国では
英語を話して日欧米に打ち勝ち、経済エリートにな
ることを目指しているのに比べれば、まだまだグ
ローバル化のためにという目的では生温いのかもし
れない。
さて、その目的を達成するための段階的な到達度

目標として、語学のコミュニケーション能力を示す
国際標準規格であるCEFR（Common European 

Framework of Reference for Languages）が欧米や
アジアでも幅広く導入されつつある。その具体的な
学習到達度の目標はCan-Do Listとして設定される。
これは英語母語話者の英語を100点として、学習者
の英語が何点であるかを示すものではなく、絶対的
な言語運用力そのものがどのレベルにあるのかを示
す目標である。個々の生徒が、英語を学び始めた時
から小・中・高へ、そしてさらにその次の段階へと
進んでいく間、CEFRの基準に照らして自分の外国
語レベルを常に意識しながら学ぶことができる。
右上はCEFRに基づいたCan-Do Listの例を示して

いる。
このCan-Do Listは単に単語や文法の知識を挙げ

たものではなく、それを目的に応じて使うことがで
きる運用力を示している。文部科学省は「グローバ
ル化に対応した英語教育改革実施計画」の中で、
2020年の東京オリンピックを見据えて、中学校で
は基礎段階の英語使用レベルA1, A2（英検3級～準
2級程度）を、高等学校では自律した言語使用レベル
B1, B2（英検2級～準1級程度）を目指し、逐次改革
を推進すると発表している。著者はベルギーのルー
ベン大学が中心となって収集した、世界11カ国の大
学上級生の話しことばコーパスLINDSEIの日本人サ
ブコーパスを担当したが、収集した日本の大学生の
エッセイのレベルは最高でもB2であった。すでに中
学校や高等学校ではCan-Do Listによって指導目標
を設定しているところもあるが、CEFRに基づく上
記の目標は、現行の学習指導要領に比べてかなり高
いところにある。センター試験も東京オリンピック
の次の年2021年度の入試から大きく変わる予定であ
り、英語では外部試験の活用や、評価にCEFRを利
用することも検討されている。英語学習の目標も、

何を知識として持っているかではなく、英語を使っ
てどんなコミュニケーションが出来るかに変わろう
としている。

L1, L2共有の言語能力

Jim Cummins（2001）は、水面に浮かぶ氷を例に
とって、母語（L1）も第二言語（L2）（外国語でないこ
とに注意）も水面上では別々にあるように見えるが、
水面下では重なった部分があり、そこは共有部分と
なっていると説明している。その部分を認知学的言
語能力（CALP）と呼び、ここにある知識は一つの言
語のみに閉じ込められているものではないとしてい
る。一方、重なっていない部分を基礎的対人伝達ス
キル（BICS）と呼び、L2が日常的に用いられている
環境にいれば、CALPに比べて比較的短い期間で学
ばれるとしている。この考えに基づけば、小学校3

年生くらいまでに成長する概念理解力は、言語を超
えて転移するものなので、L1とL2の両方の言語ス
キルを伸ばすことで、プラスの教育効果をもたらす
ことが期待される。Cumminsの理論を外国語とし
ての英語の学習にそのまま当てはめることには異論
があるとしても、重要な示唆を与えてくれるもので
はないだろうか。コミュニケーション力を伸ばすに
は、伝える中身が重要だ。中身があれば、英語で何

と言えば良いかわからない単語や表現があっても、
その部分だけは日本語を使っても構わないのではな
いか。全部英語で正確に言えないからと話すことを
拒んだり、書くのを嫌がったりするよりも、ずっと
良い。それをきっかけにして、英語の表現を知ろう
とする動機付けにもなるし、それで何とかコミュニ
ケーションに成功すれば、これもひとつの成功体験
となる。

おわりに

グローバル化する社会の中での自分の役割を理解
し、かつ外国語や異文化についての知識や技術を
持って活躍することができる人材を育てること、そ
してそのために、さまざまな成功経験を生徒に与え
る機会を作り、具体的な学習行動につながる動機を
高めることは、教師の重要な役割である。間違える
と恥ずかしいから英語は使いたくない、と思うこと
がない人材を育てたい。英語を学ぶ者は、母語がで
きて、その上に英語も使えるのだから、英語しか使
えない英語母語話者よりもずっと言語能力が高い。
世界には、様々な言語があることを小学校のうち

から体験し、日本人以外の英語を学ぶ人々とも英語
を介してコミュニケーションを行う機会も作りた
い。こうした機会は、グローバル化社会での英語コ
ミュニケーション力の重要性を身を持って体験して
もらえる絶好のチャンスとなる。恐れずにチャレン
ジして、英語でのコミュニケーションの成功体験を
一つでも多く積み重ね、たくさんの日本の若者がグ
ローバル人材として世界に羽ばたいてほしいと願っ
ている。

C 2 ほぼすべての話題を容易に理解し、その内容を論理的に再構成して、ごく細かいニュアンスまで表現できる
C 1 広範で複雑な話題を理解して、目的に合った適切な言葉を使い、論理的な主張や議論を組み立てることができる
B 2 社会生活での幅広い話題について自然に会話ができ、明確かつ詳細に自分の意見を表現できる
B 1 社会生活での身近な話題について理解し、自分の意思とその理由を簡単に説明できる
A 2 日常生活での身近なことがらについて、簡単なやりとりができる
A 1 日常生活での基本的な表現を理解し、ごく簡単なやりとりができる
A 0 ごく簡単な表現を聞きとれて、基本的な語句で自分の名前や気持ちを伝えられる
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BICS

CALP
L1 L2

BICS
水面下

水面上

（Cummins（2001） p.118に基づく）

CEFRに基づいたCan-Do Listの例


